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松澤　熊野神社の神事や行事、歴史などを紹介します

（次頁に続く）

松澤 熊野神社だより

◎　6月２０日（土）　千葉県神社総代会香取支部　第６２回総会

　平成２７年６月２０日（土）午前１１時から
香取神宮神徳館で千葉県神社総代会香取支部第
６２回総会が開催され、当社からは、総代会の
理事である越川氏子総代長のほか責任役員、事
務会計が出席し、上代宮司は、千葉県神社庁香
取支部長として、来賓で出席されておりまし
た。
　開会の後、伊勢神宮・香取神宮を遥拝し、国
歌斉唱、敬神生活の綱領を唱和、山本総代会長
挨拶の後、功労者の表彰、来賓祝辞では、出席
された国会議員、県議会議員等から祝辞があ
り、被表彰者代表謝辞と続き、議事に入り、議
事は、平成２６年度会務報告、平成２６年度決
算（案）説明の後、監査報告があり、平成２７
年度予算（案）と議事はすべて原案どおり可決
承認され、閉会しました。
　また、功労者表彰では、７名の多年奉仕者、
高額寄附者が表彰され、当社からは、前責任役
員（長部）の髙木正光殿が表彰されました。
（お知らせ参照）

◎　７月３日（金）　千葉県神社庁香取支部・千葉県神社総代会香取支部共催による視察研修

　７月３日（金）に視察研修が実施され、氏子総代長、責任役員、事務会計の５名が参加しました。
 今年は、大東亜戦争終結から７０周年の節目にあたり、先の大戦で祖国と国民を守るため尊い一命を擲う
たれた靖国神社の御祭神に感謝を捧げ御霊の平安を祈るため、千葉県神社庁香取支部及び千葉県神社総代会
香取支部が企画したものです。
　午前６時３０分に香取神宮駐車場に集合し、バス2台に分乗して、あいにくの雨の中、八王子市の昭和天
皇武蔵野陵、府中市の武蔵野の旧官幣小社である大国魂神社、千代田区の靖国神社を正式参拝いたしまし
た。
　靖国神社では、昇殿し、参拝の後、大東亜戦争で使用された戦車、飛行機、戦艦等の兵器を展示した遊就
館を見学し、戦争の悲惨さ及び平和の有難さを実感した一日でした。

昭和天皇武蔵野稜 靖国神社



◎　８月１日（土）　御手洗の清掃

（次頁に続く）

　７月１８日（第３土曜日）は、松澤熊野神社
の境外社である薬祖大神の祇園祭です。
　午前６時から区民総出で宮薙ぎ、消防世話人
及び若人により御神輿に力綱や飾りをつけたり
して渡御の準備、１２時から祭主である上代宮
司による薬祖大神の祇園祭の神事が、中和駐
在、越川氏子総代長、髙木区長、区会議員、消
防世話人、若人、子供会役員、子供会等関係者
が参列して祭典が行なわれました。
　午後２時から御神輿を車に奉載し、その後か
ら子供神輿も続き、清和甲の祭典場所、村境の
川治さん、八萬石さんの前で御神輿を車から降
ろして揉んだり、高く掲げたりし、最後に熊野
神社を周回し、境内で御神輿を揉み、高く掲げ
て薬祖大神の祇園祭を熊野神社に報告し、最後
に薬祖大神前で、還御祭が行なわれ、その後、
熊野神社境内で区民が参加してバーベキュー大
会を行って老若男女が懇親を深め、祇園祭は終
了しました。
　なお、本年は、若人が少なくなったため、御
神輿を車に奉載し、渡御いたしました。
　子供たちにとっても、楽しい夏休みの思い出
の一つになったものと思います。

◎　７月１８日（土）境外社　薬祖大神祇園祭

　８月１日（土）午前中、毎年恒例になっている松
澤 熊野神社の御手洗の清掃が宮本区の御井戸払奉
賛会（左記）の皆さんにより行なわれました。
　朝から各自清掃道具を持ち寄って、御井戸の水を
ポンプで排水し、御手洗の清掃や草刈機で周辺の草
刈り等の作業を行い、御手洗をきれいにしていただ
きました。
　神幸祭の時は、発輿祭の前日に、各区氏子総代に
担がれた御神輿が御手洗まで下り、神官により御手
洗の水で御神輿が清められ、道中の安全を祈願する
慣わしになっています。

御手洗（井戸払い）奉賛会の皆さん（順不同）

　　宮　負　　　馨　殿
　　塚　本　　　重　殿
　　越　川　文　雄　殿
　　宮　負　博　光　殿
　　菅　谷　さ　く　殿
　　塚　本　泰　治　殿
　　塚　本　清　司　殿



 

◎　９月２７日（日）大注連縄の作成

◎　９月２７日（日）平成２７年度熊野講の開催

　毎年、この時期に開催されている熊野講が、９月
２７日（日）旭市二の伊万里で開催され、出席者は
昨年と同様に２０名でした。
　越川氏子総代長の進行により上代宮司及び菅谷崇
敬会長からご挨拶を頂いた後、昨年度の熊野講の決
算状況が報告され、承認されました。
　特に、会員からの御意見等はありませんでした
が、越川氏子総代長から、慣例となっている神幸祭
の中間年に行なっている熊野本宮大社の参拝につい
ては、平成２９年度ごろに計画したいとの説明があ
りました。その後、荒品崇敬会副会長による乾杯に
より懇親会に入りました。
　年１回の熊野講を楽しみにしている会員も多く、
前回の熊野本宮大社及び伊勢神宮（内宮）の参拝の
思い出話や近況を語り合ったりして、楽しいひと時
を過ごすことができました。
　

　毎年、例大祭の当日に大鳥居及び御神木の大
杉にかけられる大注連縄が９月２７日（日）午
前、神楽殿で宮本の消防及び若人（松青会）の
皆さんによって作成されました。
　大注連縄は、神楽殿の梁からロープを垂らし
て大注連縄の端をくくりつけ、ロープを持つ
人、稲藁を渡す人、稲藁をよる人が息を合わせ
て順次、長くて太い注連縄を作成します。
　大注連縄の作成は、この時期、宮本の松沢の
若い衆に古来から伝わる行事です。
　真新しい大注連縄は、例大祭の当日の朝、大
鳥居、御神木の大杉にかけられ、１０月第一日
曜日に執行されます当社最大の神事　例大祭を
迎えます。

◎　１０月４日（日）例大祭

　当日は、長く続いた雨も上がり、秋晴れの好
天に恵まれた中で、松澤熊野神社の重要な神事
である例大祭が開催されました。
　神殿から御神輿を出し、力綱や飾りが取り付
けられ、午前1０時から献幣使をお迎えし、神社
役員が参列して、手水の儀の後、昇段して例大
祭が上代宮司により執り行われました。
　その後、御神輿の前での発輿祭の後、宮本区
長の大きな声の召立てにより行列を組み、貝の
発音により発輿、鳥居先で上代宮司による祝詞
奏上、楽人の楽に合わせて、舞子により舞を奉
納し、高く捧げられた御神輿の下をお年寄りが
投げ銭をして平安をお祈りしてくぐりぬけ、行
列は、本殿を周回して拝殿前に戻り、拝殿へ昇
段して還御祭の後、社務所で直会を行い、例大
祭は終了しました。

（次頁に続く）



　２　石碑・灯篭・敷石工事の実施について

（次頁に続く）

伐根工事及び修繕工事を終了した灯篭

修復された農地改革記念碑の基礎

　1　前責任役員（長部）の髙木正光殿の表彰について

　本日は、勤労感謝の日です。  全国の神社では、新嘗祭又は、新穀感謝祭として、執り行われておりま
す。
　当社では、崇敬会役員、責任役員、各区総代等神社役員が参列して新穀感謝祭が執り行われました。
　新穀感謝祭は、２月１７日に執り行われました五穀豊穣を祈る祈年祭に対し、農耕を助け、稲田を守って
くれた田の神に感謝して、初穂を供え、新穀で造った神饌、神酒で神様をおもてなしするお祭です。
　

◎　お 知 ら せ

　千葉県神社総代会香取支部第６２回総会において、
本年３月末に退任されました当社、前責任役員の髙木
正光殿（長部）が日野大神及び熊野神社の責任役員を
長年務められた功績等により千葉県神社総代会香取支
部長から多年奉仕者として表彰されました。
　また、当社といたしましても、長年の奉仕に感謝申
し上げ、上代宮司から感謝状及び記念品を贈呈いたし
ました。

　境内に建立されている戦後の農地改革を記念した石
碑の基礎石が崩れ落ちたり、灯篭の基礎石が山桃の根
により盛り上がり、灯篭崩壊の危険がありましたの
で、事故を未然に防止するため、６月１日に基礎石の
修復工事や灯篭の修繕工事、抜根工事を施行しまし
た。
　また、雨の日には、社務所から拝殿への移動が困難
でしたので、６月８日に敷石工事を行ないました。

表彰された前責任役員　髙木正光　殿

社務所から拝殿へ続く敷石

◎　１１月２３日（月）　秋分の日　新穀感謝祭（新嘗祭）



　３　重機リース料の奉納について

　６　節分祭の年男を募集しております

　７　お神楽祭のお稚児を募集しております

　元日は、午前０時から宮本区の熊野神社役員が待機し、太玉串、神札や交通安全、家内安全の御守を御用
意して、参拝客をお待ち申し上げております。
　氏子の皆さんには、産土神社や香取神宮の参拝後に、旧郷社、松澤　熊野神社を参拝してみてはいかがで
しょうか。
　なお、御札、お守りは、正月上旬まで販売しておりますが、太玉串等を希望される方は、事前に、氏子総
代長（090‐4624－1084）へ連絡してください。

　４　古いお札のお焚き上げについて

　５　初詣は、松澤　熊野神社を参拝してください

　当社では、２月３日の節分祭に裃（かみしも）を着て、社殿回廊で豆まきをし、厄払いをして頂く年男を
募集しております。
　希望者は、各区総代又は氏子総代長（090‐4624－1084）へ連絡してください。

　３月２１日春分の日に、宮本区の若人によりお神楽が奉納されます。
　お神楽の舞の中にお稚児の舞があり、お稚児の舞を奉納してくださる女児を募集しております。
　お稚児（女児）は、お子様の健やかな成長を願って神に稚児の舞を奉納するものです。
　詳しくは、宮本区稚児世話人又は、氏子総代長（090‐4624‐1084）へ連絡してください。

　１２月３１日午後９時から松澤　熊野神社境内で、古いお札、注連縄のお焚き上げを行ないますので、古
いお札や注連縄がありましたら事前に熊野神社へお納めください。
　なお、１２月２０日から熊野神社拝殿の階段下右側へお焚き上げのお札等を入れる箱を置きますので、箱
の中に古いお札、注連縄を入れて置いてください。
　また、お焚き上げに参加して、お持ちいただいたお札等をご自分でお焚き上げすることもできます。

　６月１日に実施した灯篭修復工事の際、山桃の木の根の抜根工事に使用した重機について、清和乙　吉原
重機さんからリース料を奉納していただき、工事が予定どおり完工することができました。誠にありがとう
ございました。

◎　域内　産土神社の情報

　域内　産土神社の情報も「熊野神社だより」に掲載してまいりたいと思いますので、掲載を希望する情報
がありましたら記事及び写真（ＳＤカードに保存）を各区総代を通じて事務会計までお願いします。

　長部地区に鎮座する日野大神は、老朽化と平成２３年３月に発生した東日本大震災による一部損壊があ
り、氏子総意によって大改修工事が行なわれました。
　被災直後から１０年計画で積立てを始めましたが、計画を前倒して今年６月２８日（日）午後６時外遷宮
を行い、１１月２２日（日）午後４時正遷宮、浄闇の中、多勢の氏子に迎えられめでたく遷座されました。
　社殿は、基礎を広く取り、白木輝く立派な社殿が完成しました。

　８　域内　産土神社の情報をお寄せください


